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５号 永平寺町議会だより　(2)

　平成18年第７回定例会は、12月７日から18日までの12日間、開催されました。�
　審議された内容は、９月定例会において決算特別委員会に付託されました平
成17年度の新永平寺町の決算認定２議案は委員長の報告の通り認定されました。
この他各会計の12月補正予算６件の何れも可決されました。�
　また新町の発足当初から不在でありました助役の選任同意が提案され、全会
一致で永平寺町飯島　伊井正行氏が就任されることに決定いたしました。�
　その他は、次の通りです。�

�議案第46号� 平成17年度永平寺町一般会計及び特別会計の決算認定　� 認　　　定�
�議案第47号� 平成17年度永平寺町上水道事業会計の決算認定� 認　　　定�
�承認第35号� 永平寺町重度障害者（児）医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例の専決処分の承認� 承　　　認�
�議案第66号� 平成18年度永平寺町一般会計補正予算� 可　　　決�
�議案第67号� 平成18年度永平寺町国民健康保険事業特別会計補正予算� 可　　　決�
�議案第68号� 平成18年度永平寺町介護保険特別会計補正予算� 可　　　決�
�議案第69号� 平成18年度永平寺町下水道事業特別会計補正予算� 可　　　決�
�議案第70号� 平成18年度永平寺町農業集落排水事業特別会計補正予算� 可　　　決�
�議案第71号� 平成18年度永平寺町上水道事業会計補正予算� 可　　　決�
�議案第72号� 永平寺町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定� 可　　　決�
�議案第73号� 永平寺町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の制定� 可　　　決�
�議案第74号� 福井県後期高齢者医療広域連合の設立� 可　　　決�
�議案第75号� 福井県市町村消防団員等公務災害補償等組合の解散� 可　　　決�
�議案第76号� 福井県市町村消防団員等公務災害補償等組合の解散に伴う財産処分� 可　　　決�
�議案第77号� 福井県市町村非常勤職員公務災害補償組合の解散� 可　　　決�
�議案第78号� 福井県市町村非常勤職員公務災害補償組合の解散に伴う財産処分� 可　　　決�
�議案第79号� 福井県市町村交通災害共済組合の解散� 可　　　決�
�議案第80号� 福井県市町村交通災害共済組合の解散に伴う財産処分� 可　　　決�
�議案第81号� 福井県市町村職員退職手当組合の共同処理する事務の変更、規約の変更及び�
�� 組合を組織する地方公共団体の数の増加�

可　　　決
�

�議案第82号� 福井県自治会館組合規約の変更� 可　　　決�
�議案第83号� 町道の認定� 可　　　決�
�議案第84号� 永平寺町助役の選任同意� 同　　　意�

議長　上田　　誠�

委員長　伊藤　博夫�

　平成18年度の当初予算は、２町１村積み上げ骨
格予算であったが、６月、９月定例議会において、
松本新町長の政策的な肉付け補正予算を始め、豪
雨災害や制度改正補正予算が上程され、いずれも
可決されております。�
　今回の12月定例議会におきましての補正予算は、
知事、県議の選挙に要する予算を始め、県、町、
農協が一体となって「強い農業づくり事業」に取
り組むことによる、ラジコンヘリコブター導入の
補助金や、中学生の海外派遣事業補助金等で、こ
れらの財源となる歳入は、町民税、たばこ税と国
庫支出金、県支出金等であり、慎重なる審議をし
可決いたしました。その他、財政状況が厳しい中

での産業の振興、介護保険の実施、少子・高齢社
会の対応、社会福祉の充実、生活関連施設の整備、
教育環境の整備等について、各議員が理事者と活
発な議論を交わしました。今後共、町民の皆様が
未来に希望をもち、安全で安心して暮らせるよう、
また、幸になるよう全力で取り組んでまいります。�



(3)　永平寺町議会だより ５号

総務費�
コミュニティバス運行南地区補助金� 1,400�
大型タクシー運行助成金�  500�
知事・県会議員選挙費� 6,415�
民生費�
介護保険会計事務費等繰出金� 1,672�
産休等代替職員賃金� 669�
上志比幼児園、松岡東幼児園修繕料� 1,520�
農林費�
強い農業づくり補助金（ラジコンヘリコブター）�13,682�
県営造成施設管理補助金増� 378�
農業集落排水事業特別会計拠出金減� △ 2,235�
山間集落安全対策緊急支援事業補助金� 348

建設費�
県営道路整備事業負担金� 52,466�
県営河川等整備事業負担金� 1,607�
急傾斜地崩壊対策工事土地分筆登記業務委託料� 419�
下水道事業特別会計繰出金� 2,260�
教育費�
御陵小学校校舎等改修工事� 4,400�
松岡中学校軟式野球部交流会魚津大会出場助成金� 192�
中学生海外派遣事業補助金� 3,350�
子ども安全・安心パワーアップ事業補助金� 1,050�
全国大会等出場激励金� 200�
災害復旧費�
上志比栗住波地区林道山王線災害復旧費� 10,370

★平成18年 12月補正予算の主な内容★�
（単位:千円）�

★平成18年 12月補正予算の主な内容★�

�� ９月補正後予算額� 12月補正額� 補正後予算額�
一般会計�� 8,355,742� 111,351� 8,467,093�
特別会計�� 6,633,599� △   427� 6,633,172�
� 国 民 健 康 保 険 事 業� 1,538,239� △ 9,922� 1,528,317�
� 老　人　保　健　事　業� 2,422,362� 0� 2,422,362�
� 介　　 護　　 保　　 険 � 1,397,781� 1,672� 1,399,453�
� 簡　易　水　道　事　業� 197,811� 0� 197,811�
� 下　 水　 道　 事　 業� 742,881� 7,591� 750,472�
� 農 業 集 落 排 水 事 業� 214,336� 232� 214,568�
� 土　地　開　発　事　業� 120,189� 0� 120,189�
企業会計� 上　 水　 道　 事　 業� 393,878� 4,305� 398,183�
合　　計�� 15,383,219� 115,229� 15,498,448

★平成18年度12月補正予算� 単位:千円�
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委
員
長
　
滝
波
　
登
喜
男�

【
総
　
評
】�

　
平
成
十
八
年
九
月
十
二
日
、
第
五
回
永
平
寺
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た�

　
一
　
議
案
第
46
号
　
平
成
十
七
年
度
永
平
寺
町
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
認
定
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て�

　
二
　
議
案
第
47
号
　
平
成
十
七
年
度
永
平
寺
町
上
水
道
事
業
会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て�

の
二
議
案
に
つ
い
て
、
平
成
十
七
年
度
成
果
表
並
び
に
審
査
資
料
に
基
づ
き
所
管
課
長
、
関

係
職
員
の
出
席
を
求
め
、
延
べ
六
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審
査
い
た
し
ま
し
た
。�

　
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、�

（
１
）
予
算
執
行
の
効
果
を
客
観
的
に
判
断
し
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
た
か
。�

（
２
）
予
算
執
行
が
効
率
的
に
行
わ
れ
た
か
。�

（
３
）
町
村
合
併
後
の
円
滑
な
業
務
遂
行
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。�

　
な
ど
を
重
点
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。�

　
そ
の
結
果
、
お
お
む
ね
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
今
後
、
道
州

制
の
進
展
や
、
本
町
の
き
び
し
い
財
政
運
営
な
ど
を
見
据
え
る
と
、
事
務
事
業
の
見
直
し
改

善
、
職
員
の
資
質
向
上
に
向
け
た
取
組
み
強
化
の
検
討
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

議
案
第
46
号
及
び
議
案
第
47
号
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
意
見
を
付
し
て
妥
当
と
認
め
、
原
案

通
り
認
定
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。�

�

【
決
算
特
別
委
員
会
総
括
意
見
】�

（
１
）
総
務
課�

　
　
・
地
域
住
民
の
要
望
に
応
え
る
た
め
の
本
所
・
支
所
機
能
を
確
立
し
、
円
滑
な
業
務
遂

　
　
　
行
を
す
る
こ
と
。�

　
　
・
住
民
へ
の
接
遇
で
は
、
電
話
の
応
対
は
評
価
で
き
る
が
、
来
訪
者
に
対
し
て
も
適
切

　
　
　
か
つ
親
切
な
対
応
を
図
り
、
能
力
向
上
に
結
び
つ
く
実
の
あ
る
研
修
を
実
施
す
る
こ

　
　
　
と
。�

（
２
）
税
務
課�

　
　
・
滞
納
者
の
実
態
調
査
を
速
や
か
に
行
い
、
悪
質
滞
納
者
の
基
準
を
設
け
、
収
納
対
策

　
　
　
室
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
。�

（
３
）
環
境
課�

　
　
・
事
業
所
ゴ
ミ
の
統
一
化
に
つ
い
て
は
、
行
政
が
方
針
を
持
っ
て
連
絡
協
議
会
に
臨
む

　
　
　
こ
と
。�

（
４
）
福
祉
保
健
課�

　
　
・
介
護
保
険
の
改
定
に
よ
る
住
民
不
安
の
実
態
調
査
を
し
、
早
急
に
報
告
す
る
こ
と
。

　
　
　
ま
た
、そ
の
対
応
は
、周
り
の
自
治
体
を
見
る
の
で
は
な
く
町
独
自
の
も
の
を
示
せ
。�

（
５
）
建
設
課�

　
　
・
道
路
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
速
や
か
に
改
修
を
行
う
た
め
支
所
の
権
限
強
化
や
職

　
　
　
員
自
ら
が
修
繕
す
る
な
ど
、
行
政
の
迅
速
な
対
応
を
確
立
す
る
こ
と
。�

（
６
）
学
校
教
育
課�

　
　
・
遠
距
離
通
学
の
助
成
制
度
の
方
向
性
を
早
急
に
示
せ
。�

（
７
）
全
体
的
に�

　
　
・
各
種
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
早
い
段
階
で
議
会
に
事
前
説
明
を
行
う
こ
と
。�

　
　
・
各
指
摘
に
対
す
る
回
答
の
中
で
今
後
検
討
す
る
と
あ
る
が
、
期
限
を
明
確
に
し
、
検

　
　
　
討
結
果
を
示
す
こ
と
。�
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委
員
長
　
渡
辺
　
善
春�

　
平
成
十
八
年
十
二
月
十
四
日
午
前
九
時
か
ら
全
委
員
出
席
の
も
と
、
総
務
常
任

委
員
会
を
開
催
し
た
。
審
議
し
た
内
容
と
そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。�

一
　
議
案
第
72
号
　
永
平
寺
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
　
　
　
　
　
　
　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て�

二
　
議
案
第
75
号
　
福
井
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
組
合
の
解
散

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て�

三
　
議
案
第
76
号
　
福
井
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
組
合
の
解
散

　
　
　
　
　
　
　
　
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て�

四
　
議
案
第
77
号
　
福
井
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組
合
の
解
散
に

　
　
　
　
　
　
　
　
つ
い
て�

五
　
議
案
第
78
号
　
福
井
県
市
町
村
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組
合
の
解
散
に

　
　
　
　
　
　
　
　
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て�

六
　
議
案
第
79
号
　
福
井
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
組
合
の
解
散
に
つ
い
て�

七
　
議
案
第
80
号
　
福
井
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
組
合
の
解
散
に
伴
う
財
産
処

　
　
　
　
　
　
　
　
分
に
つ
い
て�

八
　
議
案
第
81
号
　
福
井
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
の
変
更
、
規
約
の
変
更
及
び
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

　
　
　
　
　
　
　
　
体
の
数
の
増
加
に
つ
い
て�

九
　
議
案
第
82
号
　
福
井
県
自
治
会
館
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て��

　
以
上
九
件
、
原
案
の
と
お
り
承
認
し
た�

総
務
常
任
委
員
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
金
元
　
直
栄�

　
十
二
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
当
委
員
会
は
、
十
二
月

定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
。
専
決
三
十
五
号
　
重
度
障
害
者

（
児
）
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
改
定
、
議
案
第

七
十
四
号
　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
設
立
に
つ
い

て
の
二
件
が
審
議
さ
れ
た
。�

　
専
決
三
十
五
号
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
成
立
、
他
、

関
連
法
の
改
定
に
よ
る
、
助
成
対
象
障
害
者
の
範
囲
を
拡

大
す
る
と
い
う
条
例
の
改
定
で
あ
る
こ
と
。
し
か
し
、
自

立
支
援
法
以
前
は
、
重
度
障
害
者
の
医
療
費
等
に
つ
い
て
、

全
額
補
償
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
負
担
増
と
な
る
の
で

は
な
い
か
…
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。�

　
議
案
第
七
十
四
号
で
は
、
広
域
連
合
設
立
の
根
拠
、
ま

た
、
連
合
議
員
の
数
が
極
端
に
少
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、

住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
る
こ
と
。
こ
れ
ま
で
や
ら
れ

て
い
た
老
人
保
健
事
業
で
の
自
治
体
の
責
任
、
連
携
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
広

域
連
合
設
立
へ
の
反
対
意
見
も
一
部
で
示
さ
れ
た
。�

　
そ
の
他
で
は�

○
学
校
予
算
の
未
消
化
は
な
い
の
か
。
そ
の
分
は
施
設
、

備
品
整
備
に
回
す
べ
き
。
○
保
育
園
の
入
所
と
居
住
地
の

極
端
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
問
題
な
い
の
か
。
○
通
学
路
と

な
る
町
道
周
辺
の
草
木
の
刈
払
い
を
き
ち
ん
と
。
○
図
書

館
、
上
志
比
・
永
平
寺
地
区
の
利
用
状
況
か
ら
、
立
地
そ

の
も
の
を
考
え
る
べ
き
。
○
海
援
隊
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
映

画
「
な
つ
か
し
シ
リ
ー
ズ
」
の
上
映
な
ど
、
評
価
、
再
考

す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
示
し
て
。
○
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
と
作

品
の
展
示
。
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
早
期
整
備
。

○
四
季
の
森
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
…
な
ど
へ
意
見
が
出
さ
れ
た
。�

　
最
後
に
、
教
育
長
か
ら
、
学
校
評
議
員
制
度
の
町
内
活

動
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。�

（
21
ペ
ー
ジ
に
学
校
評
議
員
制
度
の
説
明
あ
り
）�

教
育
民
生
常
任
委
員
会�

産
業
建
設
常
任
委
員
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
長
　
南
保
　
秀
樹�

　
平
成
十
八
年
十
二
月
十
五
日
午
前
九
時
よ
り�

協
議
事
項�

議
案
に
つ
い
て�

議
案
第
73
号
　
永
平
寺
町
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の

　
　
　
　
　
　
利
用
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て�

議
案
第
83
号
　
町
道
の
認
定
に
つ
い
て�

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
原
案
通
り
承
認
す
る
事
と
し
ま
す�

陳
情
　
請
願
の
取
扱
に
つ
い
て�

ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
の
輸
入
を
し
な
い
こ
と
を
国
に
求
意
見
書�

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
再
度
継
続
審
議
と
す
る�

国
民
に
安
全
．
安
心
の
農
産
物
を
供
給
す
る
た
め
の
施
策
の
実
施
を
求

め
る
陳
情
書
…
…
…
…
…
…
審
議
の
結
果
議
長
預
か
り
と
す
る�

そ
の
他�

一
　
湿
泉
の
泉
質
ア
ル
カ
リ
か
酸
性
か
及
び
鉄
分
の
多
い
排
水
に
つ
い

　
　
て
…
中
性
で
あ
り
鉄
分
に
つ
い
て
は
希
釈
し
て
排
水�

一
　
福
井
県
地
域
活
動
ブ
ラ
ン
ド
創
造
推
進
事
業
・
観
光
振
興
事
業
の

　
　
補
助
は
十
九
年
も
あ
る
の
か
…
三
年
継
続
事
業
で
来
年
も
あ
る
。

　
　
今
後
も
要
求
し
て
い
く
。
広
報
活
動
を
盛
ん
に
し
自
主
的
運
用
に

　
　
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い�

一
　
除
雪
関
係
…
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
く�

一
　
永
平
寺
跡
線
に
つ
い
て
十
年
。
年
貢
先
払
い
の
こ
の
時
期
安
く
買

　
　
上
で
き
る
の
で
は
…
ま
ず
上
地
の
諸
問
題
を
解
決
し
、
永
平
寺
口

　
　
周
辺
開
発
と
絡
め
用
途
を
考
え
て�

一
　
機
能
補
償
道
路
の
土
地
交
渉
に
つ
い
て�

　
　
光
明
寺
地
区
…
用
地
買
収
に
入
っ
て
い
る�

　
　
轟
地
区
…
同
意
を
得
、
買
い
上
げ
単
価
を
提
示
し
た�

　
　
野
中
地
区
…
多
方
の
同
意
の
印
を
も
ら
い
、
測
量
に
入
っ
て
行
く�

一
　
商
工
会
の
合
併
に
伴
い
今
後
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
物
品
購
入
に

　
　
つ
い
て
は
…
こ
れ
ま
で
の
三
町
村
の
経
緯
を
踏
ま
え
対
処�

一
　
地
区
要
望
事
項
に
つ
い
て
…
急
を
要
す
る
も
の
、
必
要
不
可
欠
の

　
　
も
の
か
ら
準
行
っ
て
行
く�

議会運営委員会では本会議・
各委員会の議事日程などを
協議しています。�



５号 永平寺町議会だより　(6)

第
六
回
定
例
会
に
お
い
て
、
十
七

名
の
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
、

一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑

と
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

一
般
質
問
は
議
事
録
に
も
と
づ
き

質
問
議
員
が
ま
と
め
て
い
ま
す
。�

小
　
畑
　
　
　
伝�



(7)　永平寺町議会だより ５号

竹
　
澤
　
一
　
敏�



５号 永平寺町議会だより　(8)

上
　
坂
　
久
　
則�

小
　
玉
　
益
　
雄�



(9)　永平寺町議会だより ５号

河
　
合
　
永
　
充�



５号 永平寺町議会だより　(10)

原
　
田
　
武
　
紀�



(11)　永平寺町議会だより ５号

酒
　
井
　
　
　
要�



５号 永平寺町議会だより　(12)

渡
　
辺
　
　
　
勇�



(13)　永平寺町議会だより ５号

金
　
元
　
直
　
栄�

 



５号 永平寺町議会だより　(14)

斉
　
藤
　
則
　
男�



(15)　永平寺町議会だより ５号

坂
　
本
　
伊
三
栄�



５号 永平寺町議会だより　(16)

松
　
倉
　
寛
　
治�



(17)　永平寺町議会だより ５号

南
　
保
　
秀
　
樹�

滝
　
波
　
登
喜
男�



５号 永平寺町議会だより　(18)

伊
　
藤
　
博
　
夫�



(19)　永平寺町議会だより ５号

長
谷
川
　
茂
　
雄�



５号 永平寺町議会だより　(20)

松
　
川
　
正
　
樹�



(21)　永平寺町議会だより ５号

◆
現
状
と
課
題�

(

現
　
状)�

○
　
松
岡
地
区
・
永
平
寺
地
区
の

一
般
家
庭
及
び
事
業
所
か
ら
排
出

さ
れ
る
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
は
、

福
井
市
内
の
収
集
運
搬
す
る
業
者

二
社
に
許
可
し
、
そ
の
処
理
は
、

坂
井
地
区
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー(

組

合
構
成
市
　
坂
井
市･

あ
わ
ら
市)

に
委
託
し
て
い
る
。�

○
　
上
志
比
地
区
は
、
本
町
内
の

収
集
運
搬
業
者
に
許
可
を
与
え
、

勝
山
・
上
志
比
衛
生
管
理
組
合(

構

成
市
町
　
勝
山
市
・
永
平
寺
町)

に
お
い
て
処
理
し
て
い
る
。�

(

処
理
施
設
の
一
本
化)�

　
今
年
度
に
お
い
て
も
、
上
記
の

と
お
り
継
続
し
て
処
理
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
町
が
合
併
し
た
こ

と
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
２
箇
所
の
処

理
場
で
処
理
し
て
い
る
こ
と
は
、

処
理
コ
ス
ト
の
面
で
差
異
が
あ
り
、

負
担
の
公
平
性
か
ら
み
て
一
本
化

す
る
必
要
が
あ
る
。�

(

課
　
題)�

　
両
処
理
施
設
と
も
昭
和
五
十
一

年
・
五
十
二
年
の
建
設
で
三
十
年

間
業
務
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
処

理
方
法
・
処
理
能
力
に
違
い
は
あ

る
も
の
の
、
か
な
り
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。�

◆
本
町
の
選
択�

　
今
後
の
本
町
の
負
担
等
に
つ
い

て
精
査
す
る
と
、
勝
山
・
上
志
比

衛
生
管
理
組
合
が
適
当
と
考
え
る
。�

し尿・浄化槽汚泥処理施設の利用一本化について�



５号 永平寺町議会だより　(22)

　
最
近
、
北
海
道
夕

張
市
の
財
政
破
た
ん

か
ら
、
本
町
は
大
丈

夫
か
と
聞
か
れ
る
こ

と
が
良
く
あ
る
。�

　
本
町
の
借
金
は
約

二
百
億
円
、
こ
こ
二
〜
三
年
の
年
間
返

済
額
は
二
十
億
円
以
上
が
必
要
で
、
合

併
支
援
が
あ
る
と
は
言
え
決
し
て
楽
観

は
で
き
な
い
。
今
後
、
あ
ま
り
「
箱
物

建
設
」
に
過
大
投
資
す
る
と
、
借
金
の

返
済
額
や
施
設
の
維
持
経
費
等
で
財
政

破
た
ん
を
招
く
お
そ
れ
が
な
い
と
は
言

え
な
い
。�

　
従
っ
て
、
財
政
力
を
考
え
、
必
要
な

事
業
を
厳
し
く
取
捨
選
択
す
る
こ
と
が

大
切
に
な
っ
て
く
る
。
財
源
の
不
足
で

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
の
で
は
、

何
の
た
め
に
合
併
し
た
の
か
と
町
民
の

ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
う
こ
と
に
な
る
。�

　
新
年
度
の
予
算
審
議
で
議
会
の
真
価

が
問
わ
れ
る
と
自
戒
し
て
い
る
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
田
　
記
）�

編�集�
後�記�

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員�

�

委 

員 

長
　
小
　
畑
　
　
　
伝�

�

副
委
員
長
　
河
　
合
　
永
　
充�

�

委
　
員
　
松
　
川
　
正
　
樹�

�

〃
　
　
原
　
田
　
武
　
紀�

�

〃
　
　
金
　
元
　
直
　
栄�

�

〃
　
　
斉
　
藤
　
則
　
男�

�

〃
　
　
滝
　
波
　
登
喜
男�

�

〃
　
　
坂
　
本
　
伊
三
栄�

�

〃
　
　
上
　
田
　
　
　
誠�

　
十
一
月
二

十
七
日
、
大

月
地
係
で
の

死
亡
事
故
や
、
年
内
二
件

目
の
死
亡
事
故
の
重
大
性

を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現

地
を
町
内
有
識
者
で
視
察

し
、
関
係
住
民
か
ら
意
見

を
聞
く
な
ど
対
策
を
協
議

し
ま
し
た
。�

　
当
委
員
会
で
は
、
町
民
の
皆
様
に

議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
分
か
り
や
す
い
紙
面
を
め
ざ

し
て
、
作
成
・
編
集
に
が
ん
ば
っ
て

お
り
ま
す
。�

　
議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

想
等
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
紙
面
に
反

映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も
ご
愛
読
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。�

　
町
議
会
で
は
、
議
会
の
議

事
内
容
を
こ
し
の
国
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
行
政
チ
ャ
ン
ネ

ル
（
１
Ｃ
ｈ
）
で
放
映
し
て

い
ま
す
。�

　
こ
れ
か
ら
も

町
民
の
皆
様
に

開
か
れ
た
議
会

運
営
に
つ
と
め

ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。�

　
地
域
振
興
研
究
会
は
管
内
の
重
要
諸

課
題
を
調
査
研
究
し
、
議
会
活
動
に
反

映
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
発
展
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
の
十
月
、

議
員
全
員
が
委
員
と
し
て
組
織
さ
れ
、

月
一
〜
二
回
の
、
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て

お
り
ま
す
。�

　
ま
ず
最
初
に
、
当
研
究
会
と
し
て
ど

の
課
題
を
取
り
上
げ
、
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
ゆ
く
か
の
話
し
合
い
を
行
い
、

道
路
問
題
と
し
て
、
国
道
四
一
六
号
、

三
六
四
号
の
バ
イ
パ
ス
、
永
平
寺
口
駅

周
辺
の
開
発
、
京
福
永
平
寺
線
跡
地
、

上
志
比
地
区
の
温
泉
、
中
部
縦
貫
自
動

車
道
、
吉
野
総
合
開
発
を
研
究
課
題
と

し
て
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。�

　
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
の
、
現

地
実
態
調
査
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。�

　
こ
れ
ま
で
に
四
回
の
、
研
究
会
を
開

催
し
、
新
年
度
に
お
い
て
も
、
引
き
続

い
て
、
課
題
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

さ
ら
に
、
現
場
で
細
部
に
わ
た
り
調
査

研
究
、
そ
し
て
、
町
は
、
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
県
当
局
、
国
に
対
し
て
の
陳
情

や
提
言
活
動
、
ま
た
、
先
進
事
例
地
等
の
、

研
修
等
、
町
の
将
来
を
考
え
、
そ
の
活

動
を
行
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。�


